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に 高 齢者に多い 。 誤 If~~ を起こす I!~~ 下障害者
(dysphagic patients)に対しては、チューブを
用いる経口栄養も試みられているが、 高齢者の




塊 (bo!us) となり(液状食品の場合には、 11
JI冊がほとんど行われないこともある)、 |殿下
(swalow) され、 1国頭部を通過して、 JI供頭の
挙上により喉頭口がJI侯頭葉 (epiglottis)で閉鎖
され、問 lI~ì; に食道口が聞大した食道 (esopha­
gus)へと送られる.すなわち咽頭部を食塊と















づいて行われており、 I!~~ -!ご障害者にと っ ていか
なる物性 (physica!properties)の食物が適切
か未だ科学的には明らかではない。


























































平行に力 F[N]を加え、板が一定速度 V[m/s] 
で動くとする。このとき、単位面積当たりにか
かる力 FISをずり応力 τ[Pa]、速度勾配VIL

































凡1 ，1 1 













































と便利である。 損失弾性率(lossmodulus) G" 
[Pa) は、角周波数ω と動的:j.\~性率 η' を用いて









η*=G*/(iω) ( 5 ) 
( 3 )、 (4)、(5 )式から、







J~ 、，i:'AJ大小家政学部紀要 第56サ (2010) 
日'ji性的(同体的)、大きいほど布'i't'l:(10 (液体的 250C等に変えて実験を行った。
である)。






ー的に似13のように分類される[，[， [九|究I3 (a) 
に示すように、iJ[IJ定周波数全域において貯蔵弾
性率 C'が損失弾性率 C"よりも l桁以上大き
く (tandく 0.1)、 C¥C"共にωに関わらずほ
ほ一定なハイドロコロイドを真のゲル(日Iji性的
ゲル)といい、寒天やゼラチンなど通常のゲル
がこの分類に属する。(3 )式からloglo17 ' vs. 
logloωのプロットは傾き一 lの前線になる。図




J，'i 波数域で C'> C"となるハイドロコロイド
は真の高分子溶液といわれる。希薄な尚分子溶
液 (dilutepolymer solution) とは、|究13 (d) 
に示すように、測定の全角周波数範IJijで C'く
C"、 log1lC' vs. log1lωプロットが傾き 2の直
線、 loglOC"vs. logloωプロットが傾き lの直線















































100!'s(t} 010 !02，，(!) と10
l当3 食品ハイドロコロイドのレオロジ一挙動















































































































しては、)1 =ωのとき μ~ 1 • で、 Cox-Merzの
経験則(9 )式が成立していることが(i付記され
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さいので、 タ=ωのとき、 μ与 n権与 η'となる。
このことから、粘度μの代わりに動的粘性率
η'を用いることができる。周波数fに関して
は、 f= 1 Hzは(1 )式から角周波数ω=6.28
























値(1 Pa' s)が存在すれば当然、 G'にも存在
する。(8 )式から、 G'=(ωη')/tan dなの
で、 ω=6.28s-1 (f = 1 Hz)で測定を行う場合、
ゲルまで含めて考えると(上述のように、ゲル









数を f= 1 Hzとすることが多い。 f=1 Hz (ω 
=6.28s-1) のη'とG'と咽頭部最大流速Vmaxと
の相関はかなり高く、過去の物性データと比較
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